
1　　広報くまむら　2023.6 広報くまむら　2023.6　　PB

広報くまむら 2023

6
No.365

全村民が避難について考える日える日
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紙面の中で日付に年号がないものはすべて「令和５年」です。また問い合わせなどについて、市外局番がないものは「0966」です。

３ Smile ～輝く球磨人～

４ 全村民が避難について考える日

６ 第 47 回球磨中学校体育大会

８ 令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報

10 球磨村のわだい

11
消防団活動に尽力。村幹部が国等から表彰状
授与／棚田オーナーを募集します！

12 球磨村会計年度任用職員を募集します

13 “ がんばる”農家支援事業

14 令和５年度　球磨村文化協会サークル会員
募集中！

15 熊日金婚夫婦表彰のご案内

16
物価高騰支援定額給付金の支給／令和５
年度狩猟免許試験および初心者講習会

17 「ひきこもり」のことで何かお困りごとはあ
りませんか？／献血にご協力をお願いします

18 共助のむらづくり支援事業補助金

19
行政区、班などの各種団体が行う敬老会
事業を支援します／山地防災パトロール

20 生活関連　情報の窓口／戸籍の窓

22 人権の広場／球磨村公民館図書室

23 包括だより

24 村内移動販売スケジュール

26 陽だまり

27 球磨村社会福祉協議会／村長からのメッ
セージ

28 ６月行事予定／こころの相談他／休日在宅
当番医

29 文芸の広場／みんなのひろば／編集後記

30 水災補償を付帯した火災保険に対する加入
費を助成します

6 月号の目次
ーＣＯＮＴＥＮＴＳ－

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。令和２年７月豪雨災
害により甚大な被害を受けました。発災から２年 10 カ
月が経過し、村では引き続き復旧・復興を進めています。
村民の一日も早い生活再建を第一に取り組んでいますの
で復旧・復興を見守り、ご支援いただければ幸いです。

広報くまむら

くまむら情報発信

公式ウェブサイト

Facebook Instagram Twitter

観光情報サイト
Go-KUMA

災害復旧・復興情報
アーカイブくまむら

　より多くの皆さんに村の情報を知ってもらうため、さ
まざまなツールで情報発信を行っています。

最新情報を確認
してください

　快晴の中、行われ
た第 47 回球磨中学
校体育大会。応援演
技では、両団団長の
もと、練習してきた
成果を披露すること
ができました。

今月の
表紙
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一生懸命何かに取り組んでい
る人や楽しんでいる人など、
球磨村で頑張っている人を募
集します。（団体も可）自薦・
他薦は問いません。応募する
場合は、お問い合わせください。

問い合わせ　
復興推進課　企画調整係　
☎ (32)1114

　
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

と
思
い
、
平
成
18
年
に
民
生
委
員

を
引
き
受
け
た
橋は

し
づ
め詰

國く
に
ひ
ろ弘

さ
ん

（
橋
詰
地
区
）。
令
和
４
年
11
月
に

解
嘱
す
る
ま
で
の
16
年
８
カ
月
の

間
、
村
民
の
相
談
役
や
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
務
め
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
12
月

か
ら
は
会
長
に
就
任
し
、
村
の
地

域
福
祉
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、令
和
５
年
４
月
に
は「
厚

生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
」、「
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長

表
彰
」、「
九
州
社
会
福
祉
協
議
会

連
合
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

橋
詰
さ
ん
は
「
活
動
の
中
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
何
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

自
問
自
答
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
民
生
委
員
の
立
場
か

ら
、
時
に
は
厳
し
い
言
葉
を
言
っ

た
り
、
寄
り
添
っ
た
り
と
相
手
の

気
持
ち
に
な
っ
て
相
談
を
受
け
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。
後

日
、
住
民
の
人
か
ら
あ
の
時
に
こ

う
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
と
お
礼

を
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で

す
」
と
活
動
を
振
り
返
り
、「
今

後
も
、
立
場
は
違
い
ま
す
が
地
域

の
た
め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

１令和４年 12 月に行われた解嘱の伝達式の様子　２民生委員児童委員として
の活動の功績が認められ、厚生労働大臣特別表彰を受賞（写真中央）

１ ２

自分ができることを、
相手に寄り添ってVol.25～輝く球磨人～

橋
詰  
國
弘
さ
ん

元
民
生
委
員
児
童
委
員
会
会
長
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全
村
民
が

避
難
に
つ
い
て
考
え
る
日

災害対策本部の訓練の様子

消防団名 活動内容

１分団 分団長のみ無線連携訓練実施。

３分団
高沢コミュニティセンターと中園公民館への住民避難支援。
※中園自主防災組織の支援を含む。

４分団
積載車ポンプの点検・水出し訓練。
岳本消防詰所の清掃。

５分団
さんがうら避難所の住民避難支援。
管轄地域の巡回。

６分団
大瀬公民館への住民避難支援。
※大瀬自主防災組織の支援を含む。その他団員については、備蓄品の確
認をするなど各自自主的活動を実施。

＜消防団＞

班名・団体名 活動内容 参加人員

伊高瀬自主防災組織 各自宅での避難訓練を実施。 ８人

小川自主防災組織
「高齢者等避難」発令に併せ、公民館
へ避難訓練を実施。

55 人　
小川）46 人　茶屋）９人

中園自主防災組織
「高齢者等避難」発令に併せ、ゲート
ボール場で避難訓練を実施。

20 人

田代自主防災組織
「高齢者等避難」発令に併せ、公民館
で避難訓練を実施。

11 人

峯自主防災組織 渡保育園で避難訓練を実施。
28 人　
大人）23 人　子ども）５人

大瀬自主防災組織 公民館で避難訓練を実施。 32 人

大無田自主防災組織 防災無線の確認。 ６人

渡西自主防災組織
「避難指示」発令に併せ、特産物集荷
施設で避難訓練を実施。

18 人

各地区などの活動概要

※訓練当日防災係に報告が
　あったものを掲載してい
　ます。この他にも、多く
　の班・団体において防災
　無線を受け、活動を実施
　していただきました。

　

梅
雨
期
を
前
に
、「
全
村
民
が

避
難
に
つ
い
て
考
え
る
日
」
を
５

月
14
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
梅
雨
入
り
前
に
防
災

意
識
を
最
大
限
に
高
め
る
目
的

で
、村
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
、

命
を
守
る
行
動
を
起
こ
す
住
民
主

体
の
防
災
行
動
訓
練
の
一
環
と
し

て
開
催
し
て
お
り
、
こ
と
し
で
３

回
目
。
当
日
は
自
主
防
災
組
織
や

消
防
団
な
ど
約
２
３
０
人
の
村
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
午
前
９
時
に
高
齢
者

等
避
難
を
発
令
、
午
前
10
時
に
避

難
指
示
を
発
令
す
る
な
ど
防
災
無

線
の
情
報
を
合
図
に
、
地
区
の
災

害
特
性
に
基
づ
き
、
自
ら
の
防
災

行
動
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
で
は
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
避
難
状
況
の
把
握
や
被
害

情
報
な
ど
を
共
有
し
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
く
災
害
対
策
本
部
の

開
設
・
維
持
・
運
営
の
あ
り
方
を

確
認
し
ま
し
た
。
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岡
おか

　義
よしいち

一さん

大
お お せ

瀨　啓
けいいち

一さん

渡西自主防災組織

地区内の危険箇所を確認
　渡西自主防災組織では発令前から地区内を巡回し、地割れ
箇所が無いかの確認を行いました。
　また、午前９時の高齢者等避難の発令に併せて、18 人が
自主的に避難することができました。また、アマチュア無線
機を使用し、中園班との情報伝達訓練も行いました。 　今回、自主防災組織を立ち上げて

２回目の活動でした。これまでは消
火栓を使った訓練は行っていました。
今回、避難を考える日で訓練をする
ことができて良かったです。また、
多くの人の参加があり、スムーズに
取り組むことができました。
　今後も地区で話し合いながら様々
な活動に取り組んでいきたいと思い
ます。

大瀬自主防災組織

車椅子での避難者を想定し訓練
　大瀬自主防災組織では、午前９時の高齢者等避難の発令に
併せ、32 人が避難しました。
　身体が不自由な人や高齢者など避難時に車椅子を使用する
可能性があることを想定し、訓練を実施しました。どのよう
にすれば負担がかからずスムーズに避難することができるの
か試行錯誤しながら取り組みました。

　これまで、防火訓練などは行ってい
ましたが、車椅子での避難者がいる
ことを想定した訓練は初めてでした。
身体が不自由な人や高齢者の避難を
地区全体で考えようと今回計画を立
てました。実際に行ってみて、手間
どる場面もありましたが、参加した
地区の皆さんと相談しながら取り組
むことができて良かったです。今後
も継続していきたいと思います。

各地区の避難行動の取り組み紹介

地割れがないかの確認 避難者の確認

車椅子での避難者がいることを想定した避難訓練

渡西自主防災組織会長

大瀬自主防災組織会長

全村民が避難について考える日



第 47 回
球磨中学校体育大会

VOICE ～響かせろ！勝利の声～

　
５
月
15
日
、
第
47
回
球
磨
中
学

校
体
育
大
会
が
球
磨
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
徒
競
走
や
剣
道
演

舞
、
応
援
演
技
な
ど
大
会
テ
ー

マ
「
V
O
I
C
E
」
と
ス
ロ
ー
ガ

ン「
～
響
か
せ
ろ
！
勝
利
の
声
～
」

を
胸
に
生
徒
た
ち
は
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
大
会
を
振
り
返
り
、
白
団
団
長

の
青あ

お
や
ま山

仁ま
さ
と
し紀

さ
ん
は
「
練
習
す
る

時
間
も
少
な
く
て
自
分
の
こ
と
で

精
一
杯
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
白
団
を
優
勝
に
導
け
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
応
援
演
技
で

は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

の
こ
と
を
糧
に
こ
れ
か
ら
色
ん
な

行
事
に
役
立
て
て
い
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
話
し
、
青
団
団
長

の
馬ば

ば場
風ふ

う
き煕

さ
ん
は
「
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
、
大
丈
夫
か
な
と
心

配
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
応
援
演
技
で
最
優
秀

賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ

る
中
で
一
つ
一
つ
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
、
体
育
大
会
を
通
し

て
、
学
年
を
超
え
た
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

１ ２ ３

４５６

７ ８ ９ 10
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１白団団長の青山仁紀さんと青団団長の馬
場風煕さんによる生徒代表宣誓　２・３・４・
５・７全力で走り抜けた徒競走　６・８そ
れぞれの威信をかけた団対抗リレー　９・
10 全校生徒ダンス　11・16 ２年生によ
る学年種目　12・13 ３年生による学年種
目、保護者と綱引き　14・15 １年生によ
る学年種目　18 全校生徒による剣道演舞　
17・20・22 青団の応援演技　19・21 白
団の応援演技　23 最後は全員で球磨村音頭
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19 20

212223
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令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報

■ 大瀬阿蘇神社が再建しました
　４月 23 日に大瀬阿蘇神社竣工式・遷座祭が行われました。大瀬阿蘇神社は、元々大瀬橋のたもとに鎮座し、農耕
や水難防止の神として地域の皆さんに愛されてきました。
　令和２年７月豪雨では、神社全体が被災し解体を余儀なくされましたが、地域の皆さんのご尽力により、高台にあ
る大瀬公民館の隣接地へ１月 29 日から移転再建に着手され、無事竣工しました。

令和５年３月末時点

査定件数 着工数 完了数 完了率

116件 32件 26 件 22.4％

※県営の渡地区農地災害復旧工事については、令和３年度
　から受益者への説明会などを行い進めてきました。県で
　土地改良法の手続きを進め、発注を行っていますが、い
　まだ入札が不調となり、着手できない箇所が多い状況で
　す。これからも早期に着工できるよう取り組まれること
　となっています。受益者の皆さんにはご迷惑をおかけし
　ますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

農道近江原線

■ 農地災害復旧状況

被災後 再建後

問い合わせ　建設課　農林土木係　☎(32)1116

問い合わせ　教育委員会　社会教育係　☎(32)1117

内布水路

野々原班（かわせみ下）
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　国が行っている橋梁復旧工事は、被災した 5 橋の内、3 橋（下写真）について昨年度に着工していますが、残り
２橋の相良橋、神瀬橋については、今年秋頃までに着工予定となっています。着工している 3 橋についての完成時
期は、着工して概ね４年～５年の予定です。
※天候・工事の進捗状況によりスケジュールが変更となる可能性があります

■ 球磨川に架かる被災した橋梁復旧状況

【沖鶴橋】

【松本橋】

【大瀬橋】

問い合わせ　建設課　☎(32)1116

完成イメージ図

完成イメージ図

完成イメージ図

※写真は上流側から撮影しています

※大瀬橋の完成イメージ図のみ下流側から撮影してい　
　ます
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球磨村のわだい

　４月 18 日、球磨村防災ブロック会議が一勝地小学校
体育館で開催され、各地区から約 120 人の村民が参加
しました。
　中渡防災管理官から、村の主要防災ソフト施策など
について話があった後、地区ごとに梅雨までに準備す
べきことについて話し合い、「危険箇所の確認」や「避
難訓練の開催」、「備蓄品の確認」、「学習会の開催」な
どの意見が出ました。

梅雨期までに準備することは
防災ブロック会議

一勝地地区ブロックの話し合いの様子

　４月 29 日から５月７日のゴールデンウィーク期間中
に、球泉洞ではヤマメのつかみ取りや出店ブースなど
のイベントが開催されました。
　さらに、５月５日のこどもの日には、小学生以下を
対象に入洞料の割引やバルーンアートの実演があり、
県内外から多くの来場者が訪れました。ヤマメの塩焼
きやかき氷などの出店やキッチンカーもあり、多くの
人で賑わいました。

賑わいをみせた球泉洞のGW
ゴールデンウィークイベント

ヤマメのつかみ取りの様子

小学校交通安全教室

　４月 19 日、渡小学校と一勝地小学校の交通安全教室
が一勝地小学校体育館と周辺道路で行われ、道路横断
時の合図の仕方や信号の見方、自転車の点検の仕方な
どについて意識を高めました。渡駐在所中

な か に し

西隆
り ゅ う た

太巡査
長と一勝地駐在所倉

く ら も と

本龍
り ゅ う ご

吾巡査長からは道路の安全な
渡り方や事故に遭わないための交通講話の後、いのち
を守るための合言葉「止まる・見る・待つ」を道路で
実践され、児童は正しい交通ルールを学びました。

正しい交通ルールを守って



11　　広報くまむら　2023.6 広報くまむら　2023.6　　10

　豊かな大自然の惠みに抱かれた田舎の原風景が数多く残る「くまむら」。そんな自然豊かな球磨の山
やまかい

峡、日本の棚
田百選「松谷棚田」では、棚田を再生し、農村文化を次代につなげる取り組みを行っています。令和５年度もお米作
りを応援していただける棚田オーナーを募集しています。

棚田オーナーを募集します！

問い合わせ　田舎の体験交流館さんがうら　☎ (32)0443

年会費　15,000 円または 25,000 円
募集定員　30 組程度（先着順）個人の参加も大歓迎です。
特典
　①年会費 15,000 円の場合、白米 20㎏を 11 月に送り　
　　ます。年会費 25,000 円の場合、白米 10kg を 11 月
　　から２月までに計４回（40 キロ）送ります。
　②「くまむら田舎暮らし体験」で農山村の暮らしや農作
　　業を体験できます。
　　期間は、田植え・稲刈りの前後２週間で宿泊も可能です。
　③「さんがうら体験イベント年間パスポート」で毎月の
　　体験がお得になります。期間は、令和５年７月～令和
　　６年６月までの１年間です。

＜松谷棚田オーナーによる体験・交流会＞
内容　①田植え　６月 11 日㈰（雨天決行）
　　　 ②稲刈り・掛け干し　10 月中旬
　　　　交流会：田舎料理を囲んで地域住民との昼食
　　　　（①、②どちらも予定しています）  

　詳しくは問い合わせる
か、田舎の体験交流館さ
んがうらホームページをご
覧ください。

平成４年　　入団
平成 23 年　分団長
平成 27 年　村消防団本部副団長

消防団団長
松
ま つ の

野 三
み ち お

千夫さん（松野地区）
消防団副団長

尾
お ざ き

﨑 一
いちろう

郎さん（茶屋地区）
消防団副団長

大
お お む た

無田 満
みつひろ

浩さん（大久保地区）

　消防功労者消防庁長官表彰は、消防記念日（３月７日）にちなみ、消防庁長官が消防功労者に対して行う定例
表彰です。この度、球磨村消防団の松野団長は、郷土の防災に献身的に努めると共に、消防施設の強化や団員の
確保などに努め、消防人として郷土の発展向上に尽くした功績が認められ、「功労章」を受賞しました。松野団
長は「長年消防団員として活動してきたことが認められたと思います。身に余る光栄だと思い、関係者の皆さん
に心から感謝します。特に、消防団員の皆さんには、災害などの対応でご協力いただき感謝しております」と話
しました。また、尾﨑副団長と大無田副団長は、令和４年度日本消防協会優良消防団員「功績章」を受賞しました。

消防団活動に尽力。村幹部が国等から表彰状授与

昭和 52 年　入団
平成 15 年　村消防団本部副団長
平成 27 年　村消防団本部団長

昭和 60 年　入団
平成 22 年～平成 24 年　分団長
平成 27 年　村消防団本部副団長



球磨村会計年度任用職員を募集します

職種 採用人数 業務内容 勤務時間・休暇 必要資格 給与など

総務課事務
補助 １人

公用車運転・管理
や役場敷地内の管
理業務に従事しま
す

【勤務時間】
午前 8 時 30 分～
午後４時 30 分
1 日７時間勤務
※場合によっては勤
務時間を割り振るこ
とがあります

【休暇】
土日祝日・年末年始
有給休暇・特別休暇

中型自動車免許
月額
135,500 円～

（学歴・経験などによ
り決定）

主任介護支
援専門員
または介護
支援専門員

１人
地域包括支援セン
ター業務に従事し
ます

【勤務時間】
午前 8 時 30 分～
午後４時 30 分
1 日７時間勤務

【休暇】
土日祝日・年末年始
有給休暇・特別休暇

介護支援専門員
普通自動車免許

（ＡＴ限定可）

主任介護支援専門員月
額 192,200 円～
介護支援専門員
月額 148,200 円～

（学歴・経験などによ
り決定）

ケアプラン
ナー １人

介護予防・日常生
活支援総合事業対
象の調査、ケアプ
ラン作成などの業
務に従事します

看護師（準看可）
普通自動車免許

（ＡＴ限定可）

月額
145,500 円～

（学歴・経験などによ
り決定）

建設課事務
補助（公共
土木係）

１人 建設課の管理業務
に従事します

普通自動車免許
（ＡＴ限定可）

月額
135,500 円～

（学歴・経験などによ
り決定）建設課事務

補助（復興
整備係）

１人
用地取得および登
記事務に従事しま
す

【勤務時間】
午前 8 時 30 分～
午後４時 30 分
1 日７時間勤務
※勤務の割振有

【休暇】
土日祝日・年末年始
有給休暇・特別休暇

その他手当てなど
　通勤手当、６月と 12 月に期末手当を支給。市町
村職員共済および雇用保険適用。

任用期間　採用された日から令和６年３月 31 日㈰
※勤務成績により任期の更新あり

応募手続き
○受け付け期間　
　５月 12 日～７月 31 日㈪まで（土日、祝日除く）
　午前８時 30 分～午後５時まで
○申し込み先　　
　村公式ウェブサイトおよび総務課
備え付けの申込用紙に必要事項を記
入のうえ期日までに提出してください。

試験の内容と日程
○試験内容：面接試験と自己紹介カードなどによる
　　　　　　書類選考
※日時などは、申し込み後に別途お知らせします。

問い合わせ　総務課　総務係　☎ (32)1111

■ 職種と採用人数など
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事業名 内　容 補助率等 採択用件

田畑等整備事業

　狭小な棚田を１枚にし、作業効率の
高い田・畑に改良することで、労働環
境の改善と安定した農業経営を図る。
　田畑等整備事業と一体的に整備する
搬入路（農道）整備事業で、農業経営の
安定と生産意欲の向上を図る。
　田畑等整備事業と一体的に整備する
用排水路の修繕・改修事業で、農業用
水の確保や水利用の安定化、合理化を
図る。

事業費の 30％以内
・田（10 ａ当り）
　上限 30 万円
・畑（10 ａ当り）
　上限 15 万円
・用排水路
　上限 20 万円
　下限１万円

・米生産数量目標に即し
　た生産を行っている人
・村税などに滞納がない人

水田等畦畔整備事業

　未整備で作業効率の低い水田などを
対象に実施することで、労力の軽減に
つながり、農業経営の安定を図る。コ
ンクリート整備事業に加え、畦楽ガー
ド整備事業も補助対象とする。

事業費の 30％以内
上限 20 万円
下限１万円

・米生産数量目標に即し
　た生産を行っている人
・村税などに滞納がない人

水稲一斉防除事業

　水稲の病害虫防除をより効果的なも
のにするため各地区ごとに一斉に防除
を実施し米の増収により農業所得の安
定を図る。
※該当者には個別に申請書を送付します。

農薬購入費の一部を
助成
事業費の 30％以内
２品目以内

・米生産数量目標に即した　
   生産を行っている人
・村税などに滞納がない人

獣害対策事業
（電気牧柵設置）

　イノシシ、シカなどの獣による農作
物の被害を防止することで、農業経営
の安定を図る。

事業費の 50％以内
上限 20 万円
下限１万円

・10 ａ以上
・村税などに滞納がない人

農道等整備事業
　農道などの整備を行うことで、農作
業の軽減と、農地の高度利用・農業者
の経営安定を図る。

事業費の 30％以内
延長 50m 未満の場合
上限 20 万円
下限１万円

・農道や耕作路などの新
　設、改修
・村税などに滞納がない人

農業経営の安定を目的に、次のとおり令和５年度の補助事業を行います。ぜひご活用ください。

※申請には、見積書や着工前の現地写真が必要になります。
　その他の補助事業については個別に相談となりますので、事前にお問い合わせください。

“がんばる農家”“がんばる農家”支援事業支援事業

問い合わせ　産業振興課　農林係　☎（32）1115
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■サークル紹介
サークル名 活　動　日 活動場所 サークルからのメッセージ

竹細工竹細工 毎月第３水曜日
午前 9 時～午後３時

特産加工施設
（旧球磨中学校寄宿舎）

大人気の竹細工で装飾品や日用
品を作ります！

陶芸陶芸 毎月第２・第４木曜日
午前 9 時～正午 文化交流館陶芸室 お茶をしながら作品作りを楽しみ

ましょう！

絵画絵画 毎月第２火曜日
午後１時～午後３時 代表者宅（嶽本宅） 初心者でも安心。描きたいものを

描きましょう！

写真写真 毎月1～2 回（曜日不定） 村内中心 高級なカメラは不要。初心者大歓
迎です！

パッチワークパッチワーク 毎月第２水曜日・第４土曜日
午後１時 30 分～午後３時 30 分 講師宅（一勝地） おしゃべりしながら楽しくパッチ

ワーク！

詩吟詩吟 毎月第２・第４土曜日
午後１時 30 分～午後３時 30 分 代表者宅（多武宅） 年齢・男女問わず新人大歓迎で

す！

山野草山野草 毎月第４日曜日
午前９時～午後３時 村内中心（村外も） 趣味と実用を兼ねたサークルで

す！

華道華道 毎月第２日曜日
午前 10 時～正午

さくらドームムービング
ハウス「みんなの家」

春夏秋冬、美しい花々を飾ってみ
ませんか？

庭木づくり庭木づくり 毎月1回（日曜日）
日中 村内中心 庭木の手入れを楽しく学びましょ

う！

英会話英会話 毎月第２・第４水曜日
午後７時～午後８時

グラウンド仮設住宅
「みんなの家」

英語初心者でも気軽にご参加く
ださい！

歌声歌声
（旧コーラス）（旧コーラス）

毎月第１・第３日曜日
午後２時～午後３時 30 分 吉田宅（渡）

昭和歌謡・ポップス・童謡など好
きな歌をリクエストして生ピアノ
演奏で楽しみましょう！

フラダンスフラダンス 毎月第２・第４金曜日
時間：未定 　※７月から活動

さくらドームムービング
ハウス「みんなの家」

リズムに合わせてゆったりと楽し
く踊ってみませんか？

※未定については、決まり次第代表者から連絡があります。
■■加入申し込み方法
　・電話での申し込み受け付けとなります。
　・申し込みの際には、氏名・地区・生年月日・加入希望サークル名（複数可）・連絡のつく連絡先を下記の電話番
　　号にご連絡ください。
■■申込期限：６月 23 日㈮
■■年会費：1 サークル当たり 1,000 円（複数のサークルに入会の場合は、サークルごとに年会費が必要です）

■■その他その他　　・年間を通して、会員を募集しています。年度途中からの加入も大歓迎です。

　　　　　・各サークルの活動日・活動場所については、変更になる場合があります。
　　　　　・新規にサークル設立を希望される人は、事務局までご連絡ください。

問い合わせ　球磨村文化協会事務局（教育委員会社会教育係内）　☎（32）1117

令和５年度　球磨村文化協会サークル会員募集中！



ともに歩んで 50 年
熊日金婚夫婦表彰のご案内
　上皇、上皇后両殿下のご成婚を機に始まりました熊日金婚夫婦の表彰は、ことしで
65 回目を迎えます。ことし、めでたく金婚を迎えられるご夫婦を表彰します。希望
されるご夫婦はお申し込みください。

※期限内に申込書の提出がなかった場合、申
　し込み出来ない可能性がありますので予め
　ご了承ください。

氏　　名 満年齢 生年月日 結婚年月日

夫
ふりがな

歳

昭和　　　　年

　　　月　　　日 昭和　　　　年

　　　月　　　日
妻

ふりがな

歳

昭和　　　　年

　　　月　　　日

現住所 電話番号
〒
球磨村大字

問い合わせおよび送付先　
〒 869-6401　球磨村大字渡丙 1730 番地
球磨村役場　保健福祉課　福祉係　
☎ （32）1112 / FAX （32）1230

熊日金婚夫婦表彰申込書

申込期限：６月26日㈪

【該当者】
①昭和 48 年１月１日から
　昭和 48 年 12 月 31 日　
　までに結婚され、満 50
　年に達するご夫婦
②満 50 年に達しているご
　夫婦で前回までに表彰
　を受けていないご夫婦

〈キリトリ〉

【同意事項】
・申込書記載の内容確認のため、村が住民票などの公簿の確認を行うことに同意します。
・ご夫婦の氏名、年齢は８月後半に発行される熊日新聞に掲載されます。
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狩猟免許試験
１．日程
◇実施日　７月 22 日㈯　午前９時～
　（受付時間午前８時 20 分～８時 50 分）
◇実施場所　中小企業大学校人吉校大教室
　申請書は７月６日㈭までに球磨地域振興局森林保全
課に提出してください。
２．提出書類
◇狩猟免許申請書・・・１部
◇写真（６カ月以内に撮影したもの縦 3.0㎝横 2.4㎝）
　・・・１枚　
◇返信用封筒（84 円切手を貼付し、住所氏名を記載
　したもの）・・・１通
◇医師の診断書（または銃の所持許可証の写し）
　・・・１部
◇熊本県収入証紙　
　新規（5,200 円）、既に他の種別の狩猟免許を所有　　
　している者（3,900 円）
※免許の種類（網猟・わな猟・第１種銃猟・第２種銃猟）
　ごとに必要です。

３．必要なもの
◇受講料　１種目　11,000 円
　（ 令 和 ４ 年 度 猟 友 会 構 成 員 の 人 は １ 種 目 受 講　　
8,800 円、２種目以上の受講につき１種目 5,500 円
が加算）
◇筆記用具　
４．その他
　新規に免許を取得した人に受講料の補助があります
ので、受講料の領収書を産業振興課までご持参ください。

　　　　　 問い合わせ　【狩猟免許試験】球磨地域振興局　森林保全課　☎（24）4190
　　　　　　　　　　　  【初心者講習会】熊本県猟友会　☎096（365）6661　 
                                   産業振興課　農林係　☎（32）1115

７月６日㈭ ７月 20 日㈭

●わな猟、網猟、
　第二種銃猟
知識講習：技能講習
●第一種銃猟
知識講習

●第一種銃猟
技能講習	

狩猟免許取得に係る初心者講習会
※講習会の申し込みは予約制、人数制限有り
　（電話受付のみ　平日午前 10 時～午後４時）
　予約後７日以内に現金書留送金で予約完了です。
１．日程

令和５年度　狩猟免許試験および初心者講習会

２．会場　　人吉カルチャーパレス

物価高騰支援定額給付金の支給
　物価の高騰による家庭の負担増加に対し、定額給
付金を給付して、経済的負担を軽減します。

対象者
　令和５年４月１日時点でにおいて村の住民基本台
帳に記載されている、すべての住民。
支給額　１人あたり１万円
支給方法
　世帯主名義の口座に世帯員全員分を振込
申し込み期限　６月 30 日㈮

支給手続き
　郵送された「物価高騰支援定額給付金」申請書に
必要事項を記入し、同封の返信用封筒で返送してく
ださい。
　以前、給付金関係の申請をした人は、登録済みの
口座を申請書に印字しています。
　これまで申請をしていない人や、別の口座へ振込
を希望される人は、金融機関の内容が確認できる写
しと、本人証明の写しを申請書の裏面に貼付して、
返送してください。

問い合わせ　総務課　総務係　☎ (32)1111
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実施日 受付時間 場　所 対象者

６月 26 日㈪
午前 10 時～正午

球磨村役場
男性：17 歳～ 69 歳の人
女性：18 歳～ 69 歳の人（献血基準有）午後１時 15 分～午後３時 30 分

服薬について
・当日服用可能な主な薬
　降圧剤（複数種類の服用でも当日の医師の
　判断により献血ができます）、漢方薬、胃腸薬、
　ビタミン剤、サプリメント
・前日まで服用可能な主な薬
　市販の風邪薬、鎮痛剤、睡眠薬
※ただし、当日の健康状態が悪ければ献血ができな
　い場合があります。

問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112

献血にご協力をお願いします

献血基準
・体重が男女とも 50kg 以上
・前回献血から男性は 12 週間以上、女性は 16 週間
　以上あいている人
・その他、治療中の疾患や服用中の薬によっては、
　本人の安全確保のためご遠慮いただく基準があり
　ます。

注意事項
・ブタ、シカ、イノシシなどの生肉、生焼けを摂取してから６カ月間は献血をご遠慮い
　ただいています。
・新型コロナワクチンを 48 時間以内に接種された人は献血をご遠慮いただいています。

「ひきこもり」のことで
　何かお困りごとはありませんか？

問い合わせ　熊本県ひきこもり地域支援センター～ゆるここ～　☎ 096(386)1177
　　　　　　保健福祉課　福祉係　☎ (32)1112

■ どんな場合に相談をすればよいですか？
　　まずは、些細なことでも何でも、安心して相談してください。ご本人やご家族に寄り添いながら、お話をお聞き

します。今は働いていなくて家にいる、近所のコンビニなどには出かけるが、普段は一人で家にいる、長年外に
出ていないなど、お一人お一人の状況に応じて、必要とする支援をご紹介します。

■ 対象年齢はありますか？
　　年齢制限はありません。ひきこもりについて気

になる人は、何歳でもご相談できます。

■ 家族が相談してもいいのですか？　
　　ご家族は、ひきこもりで苦しんでいるご本人に

とって、一番身近な支援者です。ご家族もご相談
ください。

　村では、「ひきこもり」に関する相談窓口をご用意しています。ひきこもりは、誰にでも起こりえることで特別な
ことではありません。悩みや苦しみを抱え込む前に、「お悩み」や「気になっていること」などどのようなことでも
結構ですので、あなたのタイミングでお気軽に下記の相談窓口までお聞かせください。
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事業区分 活動内容 補助率及び限度額 補助対象経費

持続可能なむら
づくり支援型（既
存の活動を支援
する）

１　生活環境整備
　　花いっぱい運動、ゴミ拾い、案　
　　内板設置、緑化・美化活動　など

補助率：10 分の 10
限度額：５万円

需用費
※消耗品費、燃料費、印刷製本
　費に限る。
※草払いなどで使用する刈払機
　の替刃については、１枚につ
　き限度額 1,000 円とする。
役務費
※通信運搬費、広告料、手数料
　に限る。
使用料及び賃借料、原材料費

２　自主防災訓練や安全対策、防犯・
防災活動
　　自主防災組織などに係る防災活動

補助率：10 分の 10
限度額：10 万円

３　交流・イベントの開催
　　祭り、交流会、健康イベントな
　　どの開催

補助率：10 分の 10
限度額：15 万円

４　敬老会事業
　　地域で実施される敬老会事業

1,800 円×参加人数
を上限額

敬老会に係る経費
※備品購入費は対象外
※実施期間　９月中

復興チャレンジ
支援型（新たな
取り組みや既存
の活動を拡大し
て行う活動を支
援）

１　交流人口の拡大
　　交流人口の拡大をもたらすイベ
　　ント、観光客誘致のためのイベン
　　トなど

２　地域資源の磨き上げ
　　農林産物などの品質向上に向け
　　た取り組み

補助率：３分の２
限度額：50 万円

報償費
需用費
※消耗品費、燃料費、印刷製本
　費、食糧費。
通信運搬費、保険料、委託料、
原材料費、手数料、使用料及び
賃借料

　住民参加による創意と工夫により、持続可能なむらづくりを推進する
ため、「球磨村共助のむらづくり支援事業補助金」を本年度も実施します。
　これまでの補助メニューに加え、4 月から新たに「復興チャレンジ支
援型」の補助制度を創設し、令和 2 年 7 月豪雨災害からの復興に資す
る取り組みについても支援することとしています。行政区や班、集落、
地域コミュニティ組織などのさまざまな活動を予算の範囲内で支援しま
すのでご利用下さい。
※生活環境整備については、本年度から上限額を 5 万円に見直していま　
　すので、申請される際にご注意ください。
※復興チャレンジ支援型は補助額が大きいため、予算枠に限りがあります。
　必ず事前にお知らせください。

地域の美化作業

共助のむらづくり支援事業補助金

　補助金は事前に申請が必要
です。詳しくは、問い合わせ
先または、行政区担当職員ま
でご連絡ください。

問い合わせ　復興推進課　企画調整係　☎ (32)1114

以下の事業は対象外となります。
　・宗教、政治に関わる事業　・営利を主目的とした事業　・公益性に欠ける事業
　・行政や他の団体などからの補助事業（球磨村地域づくり、人づくり基金助成事業、球磨村産業振興対策事業、　
　　中山間地域等直接支払事業、多面的機能支払事業　など）
　・住民が実施主体とならない事業（業者が工事を請け負う事業　など）　・その他、当事業の趣旨に反するもの

新

新

変

新 変新規 変更
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山地防災パトロール（山地災害危険地区の点検および調査）
　山地災害危険地区のうち、治山施設が未整備かつ危険性の高い箇所の点検と調査を行い、山地災害リスクの高まっ
ている箇所を把握し、今後の治山計画に活用します。

■ 山腹崩壊危険地区 ■ 崩壊土砂流出危険地区

問い合わせ　
業務委託に関すること　県森林保全課　治山班　☎ 096(333)2452

建設課　農林土木係　☎ (32)1116

字名 調査箇所近隣地区（班）

松之谷 横井

大坂間 大坂間

中津 中津

岡 岡

椎屋 椎屋

松舟 松舟

馬盗 蔵谷

調査箇所

発注者　熊本県森林保全課
受託者　（株）都市技術設計コンサルタント
※森林内に立入りますのでご理解・ご協力をお願いします。

（受託者は現地立入に際し、県発行の身分証明書を携帯しています）

熊本県ホームページ

期間　６月１日㈭～９月 30 日㈮

字名 調査箇所近隣地区（班）

百合俣 大槻

宇土 岳本

東俣 黒白

千津 俣口

矢落 立野

行政区、班などの各種団体が行う
敬老会事業を支援します

　令和２年７月豪雨災害以前に村主催で毎
年９月に開催していました敬老会について、
本年度から敬老事業を通じて、行政区や班な
どのコミュニティ活動の活性化を促すこと
を目的として、行政区や班、老人クラブなど
の各種団体が主催で敬老会を実施する場合
に「共助のむらづくり支援事業補助金」を交
付することとしました。
　弁当、飲み物や記念品の購入など、幅広く
利用することができますので、積極的な活用
をお願いします。

補助対象事業
　9 月に実施する 75 歳以上の敬老者を対象としたイベント
補助上限額　イベント参加者 1 人あたり 1,800 円

（例）敬老者 30 人＋運営者 10 人＝ 40 人× 1,800 円＝ 72,000 円
補助対象経費　
　食糧費（弁当・お茶・アルコールなど）
　消耗品費（事務用品など）
　報償費（記念品など）
　その他事業実施に必要な経費
※ TV やパソコンなどの備品の購入は
　不可（リースは可）

問い合わせ　保健福祉課　福祉係　☎ (32)1112

過去の敬老会の様子

※詳細な位置につい
　ては熊本県ホーム
　ページにて確認が
　出来ます。
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お
知
ら
せ

　
休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
業

務
を
行
い
ま
す
。ま
た
、申
請
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。窓
口
が
混
雑
し
て
い
る

場
合
は
、お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
取
得
の
手
続
き

の
期
限
は
９
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ポ
イ
ン
ト
取
得
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、期

限
ま
で
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

期
日　
６
月
25
日
㈰

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

場
所　
役
場
2
階　
税
務
住
民
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
際
に
、

「
通
知
カ
ー
ド
」の
返
納
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、交
付
を
お
知
ら
せ
し
た
ハ
ガ

キ
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、必
要
書
類
を

ご
確
認
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

相
　
談

令和５年４月届け出分（敬称略）

▼お悔やみ申し上げます　

　氏名　　　　　　 年齢　  地区

　沢
さ わ み

見　キヌエ　　85 歳　 沢見

   渡
わたり

　勝
か つ こ

子　　　　80 歳　 島田

戸籍の窓

生活関連
情報の窓口

人口・世帯の動き
（５月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,245 0

人　口（人） 2,867 -2

男　性（人） 1,381 -1

女　性（人） 1,486 -1

高齢化率（％） 49.2

　
消
防
団
員
の
体
力
錬
成
と
個
人
の
資
質
向

上
、
ま
た
梅
雨
や
台
風
の
出
水
期
に
向
け
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団
夏
期
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

期
日　
６
月
４
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～

場
所　
球
磨
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時　
球
磨
中
学
校
体
育
館

訓
練
内
容

消
防
規
律
訓
練
・
消
防
ポ
ン
プ
中
継
訓
練
・

土
嚢
製
造
訓
練

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
防
災
係
☎(
３
２)

１
１
３
８

消
防
団
夏
期
訓
練

　
災
害
弔
慰
金
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
に
よ
る
直
接
的
被
害
で
死
亡
さ
れ
た
人

と
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
で
の
体
調
悪
化
な

ど
、
間
接
的
な
原
因
で
死
亡（
災
害
関
連
死
）

さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
関
連
死
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
か
ら

の
聞
き
取
り
な
ど
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
災
害
関
連
死
と
思
わ
れ
る
ご

遺
族
の
人
は
事
前
連
絡
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
災
害
関
連
死
の
認
定
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
し
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
場
合　

受
給
者　
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

※
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合　
兄
弟
姉

妹（
死
亡
当
時
に
同
居
又
は
生
計
同
一
の
場

合
に
限
る
）

災
害
弔
慰
金
の
支
給

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課　
住
民
保
険
係

☎(

３
２)

１
１
１
３　
　
　
　
　

支
給
額

生
計
維
持
者
の
場
合　
５
０
０
万
円

そ
の
他
の
場
合　
　
　
２
５
０
万
円

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係　
☎(

３
２)

１
１
１
２

　

村
で
は
、障
が
い
が
あ
る
人
の
生
活
の
困

り
ご
と
や
就
労
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、各
手
帳
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）の
手
帳
の
申
請
の
受
け
付
け
も
行
っ

て
い
ま
す
。申
請
や
、福
祉
制
度
の
利
用
に
は

条
件
や
基
準
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
例

〇
自
宅
で
食
事
や
入
浴
な
ど
の
生
活
介
助
を

　
受
け
た
い

〇
昼
間
に
施
設
で
活
動
を
行
い
た
い

〇
就
労
を
し
た
い
ま
た
は
就
労
に
向
け
て
訓

　
練
を
受
け
た
い

〇
外
出
の
た
め
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い

〇
自
分
で
金
銭
の
管
理
が
難
し
い　
な
ど

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
３
２)

１
１
１
２

障
が
い
が
あ
る
人
の
相
談

　
税
務
署
へ
の
来
署
に
よ
る
相
談
は
、
事
前

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
税
に
つ
い
て
来
署
に
よ
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
場
合
や
相
談
内
容
に
よ
り
電
話
な
ど

で
の
回
答
が
困
難
な
場
合
に
は
、
電
話
な
ど

で
事
前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約
い
た
だ

き
、
所
轄
の
税
務
署
に
お
い
て
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
の
際
に
は
、
名
前
・
住
所
・
相

談
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

人
吉
税
務
署
☎(

２
３)

２
３
１
１

税
務
署
へ
の
来
署
に
よ
る
相
談
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災
害
復
興
住
宅
融
資
相
談
会

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
さ
く
ら
ド
ー

ム
仮
設
団
地
み
ん
な
の
家
で
災
害
復
興
住
宅

募
　
集

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

心
配
ご
と
無
料
法
律
相
談
会

　
相
続
・
借
金
・
家
庭
問
題
な
ど
内
容
問
わ

ず
、
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
６
月
21
日
㈬

時
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
所　
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

多
良
木
町
役
場　
住
民
ほ
け
ん
課

☎(

４
２)

１
１
０
０

行
政
相
談
委
員
委
嘱

　

こ
の
度
、
大お

お
せ瀨

常つ
ね
き喜

さ
ん
（
大
瀬
地
区
）

が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
、
行
政
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付

け
、
住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
そ

の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
総
務
係　
☎(

３
２)

１
１
１
１

交
通
指
導
員
の
募
集

　

人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会
球
磨
支
部
で

は
、
村
内
の
交
通
の
安
全
と
安
心
な
村
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
交
通
安
全
運
動
や
交
通

指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験（
高
卒
程
度
）
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ

る
と
、
税
務
大
学
校
へ
入
校
し
、
税
務
職
員

と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
し
た
後
、

管
内
の
各
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、
国
税
の
仕

事
に
従
事
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
限　
６
月
19
日
㈪
～
28
日
㈬

　

受
験
資
格
や
受
験
申
し
込
み
の
詳
細
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２(

４
３
１)

７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６(

３
５
４)

６
１
７
１　

交通安全教室の様子

行
政
相
談
会

　
行
政
相
談
を
さ
く
ら
ド
ー
ム
仮
設
団
地
み

ん
な
の
家
で
開
設
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
（
例
）

〇
生
活
再
建
支
援
制
度
の
こ
と
、
仮
設
住
宅

で
の
困
り
ご
と

〇
通
学
路
に
危
険
な
場
所
が
あ
る

〇
郵
便
ポ
ス
ト
の
収
集
時
刻
が
消
え
か
け
て

い
る
な
ど

期
日　
６
月
22
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

対
応
者　
大
瀨　
常
喜
委
員

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
総
務
係　
☎(

３
２)

１
１
１
１

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
配
布
し
ま
す

　
肥
後
花
市
場
・
花
商
組
合
と
益
城
町
赤
井

地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
ま
し
た
。
４
月
に
は

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
、
沿

道
を
通
る
人
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
と

し
も
掘
り
起
こ
し
後
に
、
球
根
を
お
渡
し
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
掘
り
起
こ
し
に

も
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
日　
６
月
５
日
㈪
・
６
月
19
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

相
談
内
容　
被
災
し
た
住
宅
の
補
修
、建
設・   

購
入
に
関
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
相
談
、
高
齢

の
人
の
自
宅
再
建
に
向
け
た
相
談
な
ど

相
談
方
法　
来
所
相
談

実
施
機
関　
住
宅
金
融
支
援
機
構

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　
福
祉
係　
☎(

３
２)

１
１
１
２

住
宅
金
融
支
援
機
構　

☎
０
９
６(

２
４
１)

６
１
８
０

住
宅
金
融
支
援
機
構　
災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０(

０
８
６)

３
５
３（
通
話
無
料
）

日
時　
６
月
３
日
㈯　
午
前
9
時

場
所　
渡
山
口
地
区
農
地（
渡
ロ
ー
ソ
ン
横

の
農
地
）

備
考　
球
根
は
１
世
帯
５
種
類
50
個
ま
で
お

渡
し
が
可
能
で
す
。
ま
た
先
着
順
と
し
、
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
希
望
さ
れ
る
人
で
、
当
日
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

小
川
地
区　
小お

が
わ川　

俊し
ゅ
ん
じ治　

☎
０
９
０(

６
２
９
９)

５
８
１
５　

い
ま
す
。
い
つ
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

　
定
期
的
な
交
通
安
全
運
動
や
子
ど
も
た
ち

に
向
け
た
交
通
指
導
、
村
内
の
危
険
箇
所
点

検
な
ど　

問
い
合
わ
せ

人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会
球
磨
支
部　

事
務
局　
簑
田　
☎(

３
２)

１
１
１
４



＊球磨村公民館図書室＊ 開館時間：午前９時～午後５時

人
権
の
広
場

　20 年間蔵に監禁された「アタシ」の唯一の楽
しみは植物を栽培することだけでした。ある日、「ア
タシ」は自分が植物になっていることに気づきま
す。体から生えている植物を愛し「新月美人」と
名付け、花が増えていくことが喜びとなっていき
ました。やがて「アタシ」は蔵で命が尽きるが、「新
月美人」の綿毛の種は舞い上がり様々な悲劇を引
き起こします。次々と起こる悲劇の結末はどうな
るのか気になる一冊です。

種のキモチ　　　　著者／山田　悠介

　災害が怖いものだと知っていても、何気ない生
活の中ではあまり意識しないと思います。しかし、
いざという時に冷静に行動するためには、何も起
きていない日常の中で意識し知識を深め対応でき
るよう準備しておくことが大切です。
　様々な災害が発生する仕組みや前兆、備えなど
が漫画で分かりやすく描いてある一冊です。

学校では教えてくれない大切なこと 32　災害を知る
　　　　　　　　　　　　　　　　　編／旺文社

毎
年
６
月
23
日
～
29
日
の
１
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
☎(

３
２)

１
１
１
７

ー 図書室案内 ー
　図書室は、清流館玄関に
入ってすぐの左手にありま
す。ぜひ、本を借りにお越
しください。

 

公公民民館館図図書書室室  玄関 

教
育
委
員
会 

建設課 

◇
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識

調
査
」（
２
０
１
９
年
）
で
は
県
民
の
約

27
㌫
が
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
な
ど

と
、
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
す
る
考

え
方
に
同
感
し
て
い
ま
し
た
。

◇
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト(

セ
ク
ハ
ラ)

　
相
手
の
意
に
反
し
た
言
動
に
よ
り
相
手

の
心
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
。
同
性
間
で
も

起
こ
り
ま
す
。

◇
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

　

好
意
の
感
情
や
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
恨
み
を
、
特
定
の

人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
名
誉
を
傷
つ
け

る
言
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
、
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

問い合わせ　
教育委員会　社会教育係　

☎（32）1117

〇
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊

重
し
あ
え
る
社
会
に
し
よ
う

　
就
業
意
欲
の
あ
る
女
性
が
継
続
し
て
働

け
る
環
境
の
整
備
や
、
育
児
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
男
性
の

家
庭
や
地
域
社
会
へ
の
参
画
が
可
能
と
な

る
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

参
考

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
「
人
権
研
修
テ

キ
ス
ト
（
人
権
全
般
編
）」

な
く
そ
う
思
い
込
み　
守
ろ
う
個
性　
み
ん
な
で
つ
く
る　
み
ん
な
の
未
来

令
和
５
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

私たちにでき
ることは？

◇
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
こ
と
。
身

体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
、
性
的
暴
力
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
９
年
の
調
査
に

よ
る
と
、
県
民
の
女
性
の
う
ち
21
．
６
㌫

が
Ｄ
Ｖ
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

女性の人権に関
してどんな課題
があるの？
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問い合わせ　地域包括支援センター　☎（32）1112

梅雨に気をつけてほしいこと　

地域包括支援センター LINE 公式
アカウントでも相談を受け付けて
います。
ID：@715uerfd

球磨村で介護サービスにかかった給付費
令和５年３月：４，９１１万４，６１７円
前年の３月：４，９３７万９，０４２円

（熊本県国民健康保険団体連合会業務
統計表より）

■ 転倒
　雨で地面が濡れたり、湿気で床が滑りやすくなることで、
転倒しやすくなります。特に高齢者は転倒による骨折が原
因で介護が必要な状態になる場合もあります。雨の日は滑
りにくい靴を履くなどの対策をしましょう。

親和会ふれあいサロン

　５月８日のふれあいサロンには 14 人が参加し、
鵜
うのくち

口みどり人権教育指導員に講話をしていただきま
した。「こぎつねコンとこだぬきポン」の絵本の読み
聞かせがあり、子どもの頃から人権について学ぶこ
とが大切だと感じました。また、看護師から歯周病

について話がありまし
た。正しい歯磨きやしっ
かり噛んで食べるなど
日頃から気をつけてい
きたいです。

人権について学びました

柳詰班健康づくり出前講座

　５月９日の健康づくり出前講座には８人が参加し、
間違い探しや計算問題などの脳トレなどをしました。
　保健福祉課の松

まつもと
本憲

け ん ご
吾係長から、ボールを使った

運動を教わりました。足の指でボールを掴むことで
指の筋肉が鍛えられ、転倒予防や血流がよくなりま

す。また、足先に神
経をとぎすませるこ
とで、脳の活性化に
も繋がります。

ボールを足の甲に乗せ、キープします

■ 熱中症と脱水
　夏に起こるイメージが強いですが、梅雨は湿度が高く汗
が蒸発しにくいため体に熱がこもりやすく、熱中症や脱水
が起きやすくなります。除湿をする、涼しい服装になる、
こまめに水分をとるなど、熱さ対策に心掛けましょう。

■ 床ずれ
　床ずれとは、腰やお尻などが体重で長時間圧迫さ
れ、その部分の血流が悪くなり、皮膚がただれたり、
傷ができてしまった状態をいいます。湿度が高いと
湿気や汗で皮膚がふやけてもろくなり、服との摩擦
も大きくなるため、床ずれができやすくなります。
汗をかいたらしっかり汗を拭いて着替えるなど、清
潔な状態を保ちましょう。また、座る時間や横にな
る時間が長い場合は、1 時間に一回は立ち上がった
り体勢をかえて血流をよくしましょう

■ 食中毒
　細菌は高温多湿な環境を好むため、梅雨の時期から食中
毒が発生しやすくなります。高齢者は若い人と比べ体力や
抵抗力が弱くなっているため、下痢や嘔吐が続くと脱水症
状を起こしたり、重篤化する場合もあります。料理はなる
べく 1 回で食べきれる量を作り、調理後は早めに食べてし
まいましょう。残った場合は必ず冷蔵庫で保管しましょう。
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地区 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

運動公園
仮設団地

11:05 ～ 12:00
Ｇコープ

9:30 ～ 10:00
山村活性化協会

境目 13:10 Ｇコープ

立野 13:25 Ｇコープ

糸原 13:45 Ｇコープ

水篠 14:20 Ｇコープ

那良 那良口 11:00 さんがうら

松谷 11:30 さんがうら

毎床 11:30 さんがうら 11:30 わいえふ

俣口 12:10 さんがうら 11:00 わいえふ

遠原 12:50 さんがうら 10:30 わいえふ

茂田 13:15 さんがうら

大久保 11:00 さんがうら

大無田① 11:20 さんがうら 13:00 わいえふ

大無田② 11:40 さんがうら 13:00 わいえふ

千津 12:10 さんがうら

八久保 12:30 さんがうら

鵜口 10:45 Ｇコープ 13:00 さんがうら

日隠 11:30 わいえふ 13:40 Ｇコープ

野々原 10:30 わいえふ

中屋 12:00 わいえふ

吐合 11:45 わいえふ

黄檗 11:00 わいえふ

岡（椎葉） 13:15 わいえふ

友尻 10:40 Ｇコープ

宮園 11:15 Ｇコープ

柳詰① 11:30 Ｇコープ

柳詰② 11:45 Ｇコープ

田代 12:00 Ｇコープ

■時刻は到着の目安です。また予告なくスケジュールを変更する場合があります。
■台風や大雨などにより予告なく販売を中止する場合があります。

村内移動販売　スケジュール
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地区 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

松舟 12:10 Ｇコープ

岳本 13:20 Ｇコープ

大坂間 10:45 山村活性化協会

蔵谷 13:35 山村活性化協会

横井 12:45 山村活性化協会

高沢 13:10 山村活性化協会

沢見 14:15 山村活性化協会

松本 10:50 G コープ

永椎 12:10 G コープ

四蔵 12:20 G コープ

松野 12:35 G コープ

上原 12:50 Ｇコープ

蔀 13:05 Ｇコープ

大瀬 13:20 Ｇコープ 14:45 山村活性化協会

日当 11:40 G コープ

大岩 11:55 G コープ

事業者名（敬称略）（順不同） 表中での略称 取り扱い商品

田舎の体験交流館さんがうら
担当：小川☎（32）0443 さんがうら 弁当・惣菜、パン、日用品

（一社）くまむら山村活性化協会
担当：大無田☎（32）0170 山村活性化協会 野菜、卵、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、菓子類、

日用品

グリーンコープ生協くまもと
（人吉市）

担当：御薗☎ 090-5933-5601
G コープ

弁当・惣菜、肉・魚、野菜・果物、卵・乳製品、
冷凍食品、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、
菓子類

株式会社常
じょうしょう

笑（湯前町）
注文販売のみ

担当：石神☎ 080-2693-2687
常笑

肉（注文制）、パン（注文制）、保存食料（缶詰・調味
料など）（注文制）、菓子類（注文制）、日用品（注文制 )、
野菜・果物
※野菜・果物以外の商品は注文制となります。

移動販売わいえふ（人吉市）
担当：吹春☎ 070-3526-9623 わいえふ

弁当・惣菜、肉・魚、野菜・果物、卵・乳製品、
冷凍食品、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、
菓子類

問い合わせ　復興推進課　山村振興係　☎（32）1114

※前回からの変更点は、赤字で記載します。
※荒天などにより村内に警報が発令された場合には、全事業者移動販売を休止いたします。ご了承ください。



「陽だまり」では、子育て親子の交
流の場、相談、子育てに関する情
報提供、講習などを行っています。
開設時間　
・月曜日～金曜日　
　（午前８時～午後５時）
・土曜日　（午前８時～午後１時）

３日㈯  　親子の集い（こ）
７日㈬　  陽だまりサロン
９日㈮　  あいさつ運動（こ）
12 日㈪～ 17 日㈯
　　　  　第 22 回絵本館まつり（渡）
14 日㈬   陽だまりサロン
17 日㈯　地域食堂（こ）　
21 日㈬   陽だまりサロン
23 日㈮　誕生会（こ）
27 日㈫　地域へ七夕かざり（渡）
28 日㈬　陽だまりサロン

☀陽だまり
A place where the sun hits 　球磨村地域子育て支援センター〝　陽だまり　〟

　　〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡保育園内）
　　☎ (33)0125　FAX(33)0173

６月行事予定

　広報くまむら「陽だまり」ページと、渡保育園ホームページで
活動写真や陽だまりサロンの活動予定を掲載をしています。
ぜひご覧ください♪

【ホームページ】http://www.kmbb.jp/watari/

☀陽だまりサロン

※村内保育園行事予定の一部も掲載し
ています。
　新型コロナウイルス感染症対策など
の都合により変更する場合がありま
す。ご了承ください。

（渡）渡保育園　　（こ）こがね保育園

はらぺこあおむしの手形足形アート
小さな手と足で可愛い作品ができました♪
前に作った時より足が大きくなったね～♡

お花見のおすわりアート
上手に座って、はいチーズ♡　可愛く撮れました (^^ ♪

　「よし、ぼくはかみひこうきを
つくるぞ！」せいくんは折り紙が
苦手だけど紙飛行機は大好き！
上手に折ったら「よし、どこまで
飛ぶか競争だ！」みんなで飛ば
すと、せいくんの飛行機がビュー
ン！！園庭の遊具、砂山、どんど
ん遠くまで飛んで行って…
子ども達に身近な紙飛行機が出
てくるお話です。ぜひ読んでみて
ください♪

☀今月のおすすめ絵本♪
ぼくひこうき　作：ひがしちから　 出版：ゴブリン書房

☀１歳６カ月健診
みんなすくすく大きくなぁれ♪

りんごの木サーク
ル の 読 み 聞 か せ
で、子どもたちに
読んでいただきま
した！
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球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
問
い
合
わ
せ　
☎（
３
２
）０
０
２
２

●
球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
お
よ
び

球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

総
会

　

５
月
10
日
に
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
に
お
い

て
、
村
内
15
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
各
会
長
が

出
席
し
、
令
和
４
年
度
球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
ひ
が
し

研け
ん
し志

会
長
は
、「
こ
こ
３
年
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
や
災
害
の
影
響
に
よ
り
あ
ま
り
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
制
限
が
な
く
な
る

の
で
、
以
前
の
様
に
活
動
で
き
れ
ば
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
決

算
報
告
、令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
、

役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
渡
西
鶴
亀
会
の
永な

が
し
い椎

三さ
ぶ
ろ
う郎

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。永
椎
新
会
長
は
、

「『
水
な
き
と
こ
ろ
へ
水
を
与
え
よ
』
の
精
神
で
頑

張
る
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
後
に
は
、

球
磨
村
老
人
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
総
会
も

開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
決

算
報
告
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
5
年
度
入
学
式
が
、
一
勝
地
小
学
校
、
渡
小
学
校
お

よ
び
球
磨
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
不
思
議
な
感
覚
で
す

が
、
3
月
の
卒
園
式
で
は
小
さ
く
て
幼
い
子
供
た
ち
で
し
た

が
、
小
学
校
の
入
学
式
で
は
何
故
か
少
し
大
き
く
な
っ
て
い
る

感
じ
が
し
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
そ
の
凛
々
し
い
制
服
姿
に
、

さ
ら
に
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

私
た
ち
大
人
以
上
に
、
あ
の
豪
雨
災
害
か
ら
力
強
く
立
ち
直
り

大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
◆
豪
雨
災
害
か
ら
ま
も
な
く
3
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
は
決
し
て
良
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
渡
小
学
校
の
生
徒
は
、
未
だ
仮
設
の
教
室
で
勉

強
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
育
環
境
の
改
善
は
、
村
と
し
て
は
被

災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
と
同
じ
く
重
要
な
課
題
と
と
ら
え

て
お
り
、
令
和
6
年
度
、
義
務
教
育
学
校
「
球
磨
清
流
学
園
」

開
校
後
も
、
引
き
続
き
一
体
型
校
舎
の
建
設
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
◆
さ
て
、皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
、

球
磨
中
を
卒
業
し
た
子
供
た
ち
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
と
、
人
吉
高
校
お
よ
び
秀

岳
館
高
校
（
八
代
市
）
に
お
い
て
は
、
卒
業
生
が
生
徒
会
長
や

生
徒
会
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芦
北
高
校
へ

進
学
し
た
生
徒
は
、「
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
活
動
に
お
い
て
全

国
最
優
秀
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
県
内

外
の
高
校
・
大
学
で
、
卒
業
後
に
お
い
て
も
、
村
内
は
も
と
よ

り
全
国
各
地
で
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
を
耳
に
し
ま
す
と
何
故
か
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
活
躍
で
き
る
の
も
、
人
と
し
て
の
基
礎

を
学
ぶ
球
磨
村
で
の
小
・
中
学
校
で
の
教
育
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
豪
雨
災
害
の
経
験
な
ど
を
糧
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
成
長

し
て
い
る
証
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
◆
球
磨
村
総
合
計
画

の
基
本
目
標
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
と
お
り
「
子
ど
も
は
村
の

宝
」
で
あ
り
、
今
後
も
、
こ
れ
か
ら
の
球
磨
村
・
日
本
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
安
全
に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

球
磨
村
お
よ
び
教
育
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村長からのメッセージ

■
寄
せ
ら
れ
た
善
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
香
典
返
し
４
月
）】

　
ご
遺
族
の
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

山や
ま
さ
き﨑　

愛あ
い
み美　

様
（
故　
渡わ

た
り　

勝か
つ
こ子

様
）

澤さ
わ
み見　

祐ゆ
う
す
け介　

様
（
故　
澤さ

わ
み見　

忠
た
だ
し

様
）

　
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
対
策
に
つ
い
て

議案審議の様子

新会長の永椎さん

　
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
球
磨

村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

に
お
い
て
、
通
所
介
護
事
業
、
訪
問
介
護

事
業
、
居
宅
介
護
事
業
な
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
、
高
齢
者
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
の
基
準
で
は
、
既
に
５
類
へ
の
移
行
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど
自
己
判
断
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
利
用
者
の
健
康
を
守
る
た
め

に
職
員
と
利
用
者
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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こころの相談　
問い合わせ　①人吉保健所　保健予防課　☎（22）3107
　　　　　　②保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112

相談受 場　所 日　程 相談時間

医師 人吉保健所
（球磨地域振興局２階）

８日㈭ 午後２時～
午後３時（要予約）23 日㈮

年金相談会　　

問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123
場　所 日　程

人吉市役所１階相談室 ５日㈪・12 日㈪・19 日㈪・26 日㈪

錦町社会福祉協議会 ７日㈬・21 日㈬

多良木町役場
（町民相談室） 14 日㈬・28 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時（３日前までに要予約）

６月行事予定
１㈭

２㈮

３㈯ 郡民体育祭（ソフトボール）　
（錦町民グラウンドおよび国体記念運動公園）　

４㈰ 消防団夏期訓練
午前９時～（球磨中学校グラウンド）　

５㈪ 災害復興住宅融資相談会　
午前 10 時 30 分～（さくらドーム仮設団地みんなの家）　

６㈫

７㈬ 球磨村防災連絡会議
午前 10 時～（石の体験交流館やまなみ）　

８㈭

９㈮

10 ㈯

11 ㈰ 郡民体育祭（弓道）　（錦町弓道場）
棚田オーナー田植え体験（田舎の体験交流館さんがうら）

12 ㈪ 区長文書

13 ㈫

14 ㈬

15 ㈭ ３歳６カ月児検診　
午後１時 15 分～（さくらドーム仮設団地みんなの家）

16 ㈮

17 ㈯

18 ㈰

19 ㈪ 災害復興住宅融資相談会　
午前 10 時 30 分～（さくらドーム仮設団地みんなの家）　

20 ㈫

21 ㈬

22 ㈭ 行政相談会　
午前 10 時～（さくらドーム仮設団地みんなの家）

23 ㈮

24 ㈯

25 ㈰ マイナンバーカード交付・申請相談休日窓口
午前９時～午後４時（役場２階税務住民課窓口）

26 ㈪
区長文書（広報くまむら発行）
献血　（役場駐車場）
午前 10 時～正午、午後１時 15 分～午後３時 30 分

27 ㈫

28 ㈬ おたっしゃ健診　
午前９時～（役場３階小会議室・談話室）

29 ㈭

30 ㈮

乳幼児健診
問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112
●３歳 6 カ月児健診

対象者 対象者 日 程

３歳 6 カ月児 令和元年８月１日～
令和元年 11 月 30 日　生 15 日㈭

場所　さくらドーム仮設団地内　みんなの家
受付時間　午後１時 15 分～　
内容　小児科健診、歯科健診、身体計測、子育て・栄養相談

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は
事前に医療機関にご確認ください。

４日㈰

岡医院 ☎（22）3371

河野産婦人科医院 ☎（24）3838

人吉医療センター小児科 ☎（22）2191

11日㈰

願成寺ごんどう医院 ☎（22）4700

小林脳神経外科 ☎（24）8331

公立多良木病院小児科 ☎（42）2560

18日㈰

球磨病院 ☎（22）3121

たかみや医院 ☎（24）5611

やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

25日㈰

しらおく内科クリニック ☎（25）1550

たけだ眼科クリニック ☎（23）3096

増田クリニック小児科 ☎（22）3570
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文芸の広場
【
短
歌
】

水
溜
ま
り　
長
靴
は
い
て　
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と

　
　
　
　
　
幼
児
の
真
似
は　
老
婆
は
で
き
ぬ

下
校
時
の　
小
学
生
か
ら　
「
𫝆
日
は
」

　
　
　
　
　
我
れ
も
笑
顔
で　
「
今
日
は
」
と

故
郷
を　
ピ
ア
ノ
で
奏
で　
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
球
磨
村
囲
む　
山
々
や
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

息こ子
や
孫
ら　
卆そ

つ
じ
ゅ寿

祝
と　
一
泊
の

　
　
　
　
　
　
旅
行
計
画　
無
理
せ
ぬ
場
所
を

四
棟
の　
貸
し
切
り
宿
の　
庭
広
く

　
　
　
　
　
ひ
孫
ら
互
ひ
に　
宿
を
行
き
来
す

七
名
の　
ひ
孫
ら
夜
も　
遅
く
ま
で

　
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
ワ
イ
ワ
イ　
花
火
た
の
し
む

さ
わ
や
か
な　
五
月
の
風
を　
頬
に
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
一
族
郎
等　
松
島
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
可
津
子

竹
の
皮　
洗
っ
て
つ
つ
み　
も
ち
米
を

　
　
　
　
　
婆
婆
が
先
生　
あ
く
ま
き
つ
く
り

皮
の
上　
米
粉
の
ば
し
て　
あ
ん
こ
ま
き

　
　
　
　
　
　
婆
婆
の
手
作
り　
お
ぼ
え
て
ね

鯉
の
ぼ
り　
大
き
く
泳
げ　
空
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
孫
の
鯉
は　
広
島
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

連
休
は　
孫
も
来
な
い
し　
二
人
き
り

　
　
　
　
　
　
　
天
候
わ
る
し　
金
も
使
わ
ず

母
の
日
に　
贈
る
物
な
し　
金
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
相
談
願
い　
父
の
日
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板　
壽

【
川
柳
】

八
十
八
夜　
茶
摘
み
の
少
女　
今
老
齢

ド
ク
ダ
ミ
草　
黒
ニ
ン
ニ
ク
が　
我
守
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

プ
ラ
ン
タ
ー
の　
苺
は
先
に　
虫
が
た
べ

一
粒
も　
虫
に
の
こ
さ
ず　
苺
つ
み

虫
た
ち
に　
大
粒
一
こ　
苺
つ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

【
肥
後
狂
句
】

運
の
尽
き　
ま
た
一
か
ら
の　
や
り
直
し

わ
ァ　
や
っ
と
で
避
け
た　
逆
走
車

ふ
ん　
年
金
な
ん
か　
当
て
に
せ
ん

ど
ま
ぐ
れ
て　
世
の
中
甘
う　
見
と
っ
た
つ

百
も
承
知　
そ
れ
で
も
出
来
ん　
休
肝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
當　
山
岳

不
覚　
吞
み
過
ぎ
て
　
狢む

じ
なに

な
っ
た

悲
喜
こ
も
ご
も　
開
票
待
た
ん
と　
分
か
ら
ん

つ
ら
の
皮　
手
ぶ
ら
の
酒
で　
二
日
酔

や
ば
い　
事
故
せ
ん
内
に　
返
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

【
俳
句
】

夏
近
し　
サ
ビ
た
鉄
道　
三
年
目

ピ
カ
ピ
カ
の　
数
え
る
ほ
ど
の　
一
年
生

新
緑
や　
古
き
校
舎
は　
わ
が
母
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板　
壽　

■
広
報
く
ま
む
ら
５
月
号
掲
載
の
お
詫
び

　
４
月
25
日
発
行
の
広
報
く
ま
む
ら
５
月
号
に
お
き
ま
し
て
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

７
ペ
ー
ジ　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算　
歳
出
（
円
グ
ラ
フ
）　　
　
　
　

  

　
円
グ
ラ
フ
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
修
正
し
た
も
の
を
村
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。  

編　
集　
後　
記

　
先
日
、
母
校
で
あ
る
球
磨
中
学
校
最
後
の
体
育
大
会
に
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
生
徒
達
の
輝
く
表
情
や
力
強
い
応
援
演
技
を

拝
見
し
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
し
、
自
分
の
時
の
体
育
大
会
を

思
い
出
し
懐
か
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
コ
ロ
ナ
の
制
限
も
緩
和
さ
れ
た
の
で
、
限
り
あ
る
学

校
生
活
を
悔
い
の
な
い
よ
う
全
力
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
ｒ
ｉ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
月
10
日
ま
で
に
復
興
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　４月 22 日に神瀬地域で「第 12 回神瀬の集い」が
開催されました。会場は、神瀬マダムの元気食堂や神
瀬ダンディなどがもてなしました。ステージでは、南
稜高校ボランティア部や県立大学生有志、じゃんけマ
ンたちが盛り上げました。　（広報特派員宮

みやはら
原修

おさむ
さん

　　　　　　　　　　　　　  からの提供）

第 12 回神瀬の集い

み ん な の ひ ろ ば
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問い合わせ　
総務課　防災係　☎（32）1138

水災補償を付帯した火災保険に
対する加入費を助成します

  村では、村民が水災補償を付帯した火災保険などに加入した場
合、その保険料の一部を助成しています。

　令和２年７月豪雨による洪水被害の発生を受け、住民・行政・企業など・あらゆる関
係者が協働して、水害を軽減する「流域治水」を推進しています。
　しかしながら、行政（国・県・市町村）の取り組みに加えて、流域にお住まいの皆さ
ん自らが災害に対する様々な備えを行うことも重要です。
　洪水発生後に住宅・生活を早期に再建できるよう、水災補償に係る保険などに加入す
るなどして災害に備えましょう。

対象住宅　水災補償を付帯した火災保険などに加入する住宅（既加入含む）
　　　　　※保険（共済）の対象が「建物」になっている保険（共済）に限ります。
対象者　　対象住宅を所有し、居住している村民
補助額　　保険料（年額）×１／５（上限１万円、1,000 円未満切り捨て）

〈申請書類〉
①交付申請書　②個人情報調査同意書
※①、②については、総務課防災係に備えつけています。また、村公式ウェブサイトか　
　らもダウンロードできます。
③保険証書の写し
④建物を所有している証明（写）

【例】税務住民課から送付されている固定資産税課税明細書など。

〈災害への備え〉
・自宅周辺の災害リスクを防災マップな
  どでしっかりと確認しましょう。
・現在の保険・共済の内容を確認し、必
　要に応じて保険・共済の見直しなどを
　行いましょう。
※水災補償に係る保険は一般的に火災保
　険のオプションとなっています。

（保険・共済の詳しい内容は各保険会社・
共済団体に確認してください。）

〈令和５年度の保険料が対象です〉
　令和４年度に助成を受けた人も、今年　
　度も引き続き加入していれば、１年分
　を算出した保険料（掛金）を対象とし
　ます。複数年契約し、一括ですでに支
　払いが済んでいる場合でも同じです。
　ぜひ、申請ください。


